



What to examine and study on Standardizing the Operation of Enterprise 
Hajime NISHIW AKI 
It is doubted if the standardizing of operation is always adopted really efficiently. The 
standardizing of operation might be often misunderstood so that it may result in making rules 
or standards in the operation of enterprise and preparing written articles after surveying 
existing situation. 
We do not know if the standardizing made under such thought would contributet to the 
prosperity of enterprise園 Wefear it may rather create an obstacle for the developments of 
巴nterprise.
After my experinences and study for many years， 1 wish to point out what they should 
examine on the standardizing of operation and analize the points in order to' make clearas 




















































































































































































































































































































































































































































に 1~2 回程度，またスタッフの行なうチェックは 2~
3ヶ月lこ1回程度でよいが，作業者の習熟の程度lこより
回数を減ずればよい.
もし，スタッフがチェックして作業者が標準通り実施
していないときは，そのスタッフは所属長を追及して，
その責任を問う仕組lこすれば，所属長も真剣にフォロー
アップを実施するようになり，効果的な標準化の推進が
期待できるのである a
ところが往々にして，所属長がフォローアップをする
時聞がないからできないということを耳にするが，これ
はその所属長の全く計画性のないことと，やる気のない
ことを表明しているようなものである.
すなわち，所属長がその部下をフォローアップする時
間は僅か 1 日に20~30分位である.
部下がたとえ15~20名あったとしても，月に 1 人当り
1回のチェックはやる気があれば楽にできる筈である固
1 日 20~30分の余裕は計画的l乙行なえば，生み出せるこ
とができる.
しかし，ここに注意すべきことは，そのフォローアッ
プをする所属長の部下に対する指導態度や言葉使いなど
がよくないと，部下に抵抗を生じ易いものであるから，
よく部下の扱い方に気をつけなければならない.
すなわち，部下が意見を聞いてくれないとか，はっき
りしてくれないとか，提案しでも握りつぶしてしまうな
どということをよく聞く.
このようにコミュニケーションが悪ければ，フォロー
アップは全く意味のないことになるからこの点に特に注
意することが必要で、ある.
1.標準の管理制度
標準の不具合事項の改訂や改善事項の提案が作業者よ
り出されたときは，その処置手続が迅速に行なわれない
で，停滞しているようなことがあれば，改善提案意欲は
減退し，二度と提案しなくなり，部下の作業管理がやり
にくくなる.そこでこのような場合の処理手続を標準化
しておくことも必要である.
所展長が，フォローアップをうまく行ない，標準化を
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向上させるか否かは， ζの標準の管理制度の確立とその
運用如何にかかっているといえる.
標準化担当係は，この辺の処をよく理解認識して把握
続制することが重要な問題である.
12.提案制度の運用
標準の改訂などに対する従業員の提案は積極的に取り
上げ，また助言を与えて提案を育てるようにし向けなけ
ればならない
部下の提案は， 自分の恥だと考える幹部がよくある
が，その考えちがいも甚しいもので，部下のよい意見や
提案は些細なことでも，必ず実行するように努力し，ま
た採用困難な場合には， その不採用の理由をよく説明
し，提案意欲の減退しないように幹部の努力が必要と考
える.
これがために提案制度を設けて運営するのであるが，
この提案制度を効果あらしめるには
(1) 提案意欲をもり上らせること
(2) 提案がなされ易い仕組をすること
が先づ必要である.
提案制度は，広く一般従業員の提案を取り上げ，会社
の社内標準を向上させる制度でもあるから，社内標準化
がうまく行なわれているか，どうかは， cの提案制度が
うまく運用されているか，どうかで知ることができると
いっても過言ではないと思う.
丁度，社内標準化と提案制度は車の両輸の如きである
ということができる.
13.社内標準実施効果の評価と向上
社内標準を設定するときには，現在時点で一番合理的
な標準を目標とするのであるから標準化の実施に当って
は，その効果の評価を必ず行なう乙とが必要である.こ
れは所属長を通じて標準化委員会に報告され，また標準
化委員も実際チェック確認する.
職制上においても，標準化委員会においてもよく反省
を行ない，更によりよい標準に向上させなければならな
L、.
ただ，標準そのものに盲従する ζとは，進前はなく，
標準化の価値は半減するであろう.
すなわち，制定された社内標準をよく反省し， ~lζ改
訂;a繰返して経営K寄与するという努力を永続しなけれ
ばならない.このような努力は，標準化の出発特におけ
るより数倍の努力が必要と考える.
14.幹部の標準を守.Q熱意
社内標準化が納得のいく方法で，立案，審議制定され
た場合でも，末端の作業者まで十分行きとどくとは限ら
t，tい.現場で標準がなぜ守られないかは，その所属長の
熱意如何によってきまるとさえ言われている.
そ乙で標準を守らせるには，所属長の平素の行動が大
切となる.すなわち，部下は所属長の関心の方向に動く
ものであるから，所属長すなわち幹部がまず，標準を守
ることに熱意を示すことである.
また，部下を動かすには，幹部の平素の指導力，信頼
感が必要で，幹部には部下K近づき易い，話し易い人で
ある ζとが望ましい.
また，標準を徹底するためには，幹部は，常に日進月
歩の状態を保つよう工夫すべきで.また守り易い標準に
しなければならない.
15.社内標準の監査方法
社内標準は，これが監査方法がうまく標準されてい泣
いと何時の間にか遊離してしまう場合がある.
標準が制定され，これを使いなれると標準の安定化機
能につられてこれを盲従し，技術の進歩を忘れ易い，い
つまでも古い技術，現状の安易さに執着して，この標準
はこう規定しであるから，乙んなものは採用できないと
か，悪いとか，ケチをつける傾向がある.
経営者としては，標準化の安定機能によって得る利益
と，技術の進歩とをつねに比較して社内標準自体を反省
し， I日弊を打破して，つねに新鮮味を導入する努力を必
要とする.
そのためには，標準を定期的にチェックすることが大
切である.
また，社内の各種の機能が社内標準の作成に協力し，
その維持と監視とその組織体に適合したある職能の責任
として明確にする必要がある.そして標準化の調整機能
を十分に発揮きせることが大切である.
まとめ
社内標準化をうまく進めるための問題点を指摘し，そ
の解折を行なったのであるが，要するに社内標準化は一
朝一夕iとしてなるものではなく，更によいものにすると
いう協力態勢と向上意欲の上に自然に積みかさねていか
なければ効果は望めないのである.
また，標準がなぜ守られないかの原因をよく研究して
対策を行なわなければ，形式的になり易い. これを特性
要因図で示すと次のようである.
往々にして社内標準化とは，標準を設定さえすればよ
いと考えられている向が少くない.
すなわち，標準が制定されたら，標準化が終ったよう
に思い，やれやれといった気分になり，その後のことに
は，全く無頓着のような向が多いようであるから，この
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間違った考え方を改め，更に組織的な活用が肝心なこと
を強調して筆を閉じる.
甫
なぜ標準が守られないかの特性要因図
作業者任せ
QC. I E手法不足
解析不充分
|標準が不足|
ネ票i宇がない
重要な個所が
きめてない
実情に合わない
作業者任せ
判断力，決断力が不足
標準に対する考え方
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